





は じ め に






























我々は，2003年 ₇ 月から「イスラーム世界における書記とその伝統研究会」と称して， ₁
年間に10回程度の研究例会（輪読会）を開催し，『高貴なる用語』を読み進めてきた。今回














『高 貴 な る 用 語 の 解 説』（11）
アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー







いる 3 ）。西側は，〔txt. 252〕前述のエジプトの境界に接している。以上の境界〔の説明〕は
1 ）　al-Šām. この語の本訳における訳し分けの原則は，次の通り。この語がシリア全域を指す場合
は「シリア」，ダマスカスとその周辺地域を指す場合は「シャーム」と表記する。なお，原文に
Dimašq とある場合は，「ダマスカス」と記す［訳注（ ₃ ）：₃₁頁注76］。
2 ）　al-Samāwa. クーファとダマスカスの間に広がる砂漠の名称。現在，クーファから100km 余り
ユーフラテス川を下った地点に存在するサマーワ市は，11/17世紀以降存在が確認される比較的



































4 ）　al-Ard・ al-Muqaddasa. エルサレムとその周辺地域を指す［訳注（ ₅ ）：₁₆頁注93］。
5 ）　al-Urdunn. 元来，ヨルダンとは，ヨルダン河谷とその周辺を指す地域名であり，現在のヨル
ダン王国の領域とはかなり異なる［Le Strange 1890: 30－32］。
6 ）　Rah・bat Mālik. ユーフラテス川中流右岸，現在の al-Mayādīn 市に位置し，交通の要衝として
栄えた都市。都市の建設者の名を付して Rah・bat Mālik b. T・awq と呼ばれた［“al-Rah・ba,” EI2］。
7 ）　Salamīya. ヒムスから ₂ 日行程にある町で，砂漠に隣接している［研究篇：246頁；Le 
Strange 1890: 528］。
8 ）　Ǧaʻbar. ユーフラテス川中流域左岸にあった城塞。マムルーク朝期には一度放棄され荒廃した
が，14世紀前半ナースィル治世の末期に城塞が再興された［研究篇：247頁；“Djaʻbar or K・alʻat 
Djaʻbar,” EI2］。























れたが，664/1266年にマムルーク朝のバイバルスによって征服された［Le Strange 1890: 524－
525; “S・afad,” EI2］。　
10）　al-Karak. アンマンの南，死海の東に位置する城塞［研究篇：247頁；“al-Karak,” EI2］。
11）　barr および s・afqa の両語については，文脈にふさわしい語義を辞書からは見出せていない。
それぞれの「近郊」「区域」という訳語は，文脈から推定したものである。




iyāra. ヒッティーン及びタバリーヤ近郊の村［研究篇：247頁；Le Strange 1890: 451］。
14）　ʻAssāl. 研究篇ではダマスカスとバールバックの間に位置する Ǧubbat ʻUsayl であろうと推測










19）　Qartayyā. パレスチナ地方バイト・ジブリール近郊の村［研究篇：247頁；Le Strange 1890: 
480］。
20）　Bayt Ǧibrīl. Bayt Ǧibrīn とする地誌もある。エルサレムとアスカロンの間に位置する町［研
究篇：248頁；Le Strange 1890: 412－413］。
21）　al-Dārūm. ガザからエジプトに至る道中にある城塞［研究篇：248頁；Le Strange 1890: 437］。
22）　校訂本ではこの箇所は laysa illā から始まっているが，そのままでは文意が不明なので laysa
を含まないベイルート版226頁に従って訳した。





























27）　Marǧ Banī ʻĀmir. Marǧ Ibn ʻĀmir とも呼ばれる。イスラエル北部地区に広がるイズレエル平
野のこと［Hartmann 1916: 25］。
28）　Bilād al-Šaqīf. al-Šaqīf とは，Šaqīf Arnūn の名で知られるレバノン南部の十字軍城塞のこと。
十字軍側の史料では Belfort あるいは Beaufort と呼ばれる［研究篇：248頁；Ｓ・ｕｂ・h, v. 4: 154; Le 




る［“Bos・rā,” EI2; Burns 1992: 61－68］。
31）　例えば，ダマスカスのアイユーブ朝君主 al-S・ālih・ ʻImād al-Dīn Ismāʻīl（在位635/1237－38年，
637～643/1239～1245年）は，君主の座につく前に父アーディル1世によってボスラをイクター





































39）　al-Mamālīk al-Muʻazz・・amīya. ダマスカスのアイユーブ朝君主 al-Muʻazz・・am Šaraf al-Dīn ʻĪsā（在
位615～624/1218～1227年）子飼いのマムルーク［研究篇：249－250頁；Hartmann 1916: 27］。
40）　前述の al-Muʻazz・・am Šaraf al-Dīn ʻĪsā は，自身のマムルークである ʻIzz al-Dīn Aybak（646/1248
－49年没）にサルハドをイクターとして与えたが，Aybak は al-Muʻazz・・am の死後も長くサルハ







44）　H・ān. 詳細不明。研究篇250頁および Hartmann 1916［27］は，Bayt Ǧān（バーニヤースと


































ができる［Le Strange 1890: 389, 410－411］。現在のベト・シェアン。
48）　Ǧūsiya. ヒムスからダマスカス方面に向かって ₆ ファルサフ（約36km）の距離にある村
［“Ǧūsiya,” ʙｕˡｄāｎ］。
49）　al-Qas・ab. ジュースィヤ村に隣接する村。バーラバックからヒムスへ行く際に，最初にカサブ
へ向かうこととなる［Ｓ・ｕｂ・h, v. 14: 382］。
50）　al-Lafīka. Hartmann 1916［28］は J. L. Porter の記述などを参照して，これと al-Fīka が同一
である可能性を提示している。Porter は，Labwa から Raʼs Baʻlabakk へと向かう途上で，オロ
ンテス川の右岸に Fîkeh 村の存在を記録している［Ｆｉｖｅ　ʏｅａｒｓ, v. 2: 323］。












ちた二つの管轄地がある。即ち，ビカー・バーラバッキー地区（ʻAmal al-Biqāʻ al-maʻrūf bi-




























57）　al-Qaryatayn. ダマスカスとタドムルのほぼ中間，タドムルから ₂ 日行程に位置する大きな村。
ヤークートは，住民はみなキリスト教徒であると述べる［“Qaryatāni,” ʙｕˡｄāｎ （v. 4: 77－78）］。
58）　al-Rastan. ハマーとヒムスの間に位置し，オロンテス川に面する町［Le Strange 1890: 519－
520］。




























る。ヤークートは，住民は全てキリスト教徒であると伝えている［“Qāra,” ʙｕˡｄāｎ; Le Strange 
1890: 478］。
62）　Tadmur. シリア砂漠北部，ヒムスの東約150km に位置するオアシス都市。パルミラ。旧約聖
書では，ソロモン王が建てた街として登場する［“Tadmur,” ʙｕˡｄāｎ; “Tadmur,” EI2; Le Strange 
1890: 540－542］。
63）　Bah・rīya. スルターンによって購入された後に教育・訓練を受けた兵舎がナイル川（バフル）
のローダ島にあったためこのように呼ばれた［Hartmann 1916: 30－31, n. 10］。







67）　al-Maʻarra. アレッポの南西約70km に位置するマアッラト・アンヌーマーン（Maʻarrat al-
Nuʻmān）のこと。アレッポとハマーとをつなぐ街道上に位置し，オリーブやイチジク，ピスタ
チオなどの栽培でも知られる肥沃な土地である［“Maʻarrat al-Nuʻmān,” EI2; Le Strange 1890: 95
－497］。




山地に含まれる三つの地域には，それぞれ西暦 ₁ 世紀から ₇ 世紀にかけて建造された多くの住
居や建物が廃墟として残されている［Burns 1992: 109－110］。なお，上記の三つの地域に残る
遺跡群は，「北シリアの古代村落」として2011年に世界遺産に登録された。



























ラッカ付近でユーフラテス川に注ぎ込む［Le Strange 1905: 102－103；研究篇：253頁］。
74）　Nahr al-Ǧullāb. ハッラーンを通過する川［研究篇：253頁］。バリーフ川に合流する。







［Le Strange 1890: 408；研究篇：253－254頁］。
78）　Nahr Ǧāhān. テキストでは，一貫して Ǧayh・ān のアルメニア語転訛形である Ǧāhān という表
記が使用されている［cf. “Djayh・ān,” EI2］。しかし，本訳注では混乱を避けるため，「ジャーハー
ン」ではなく，一般的に広く知られている「ジャイハーン」という表記を採用する。
79）　Bilād al-Arman. 現在のアルメニアではなく，キリキアのアルメニア王国を指す［訳注（ ₂ ）：
₆₃頁注69］。
80）　al-Bīra. メソポタミア北西部のユーフラテス川東岸に築かれた城塞。その名は「城塞」を意味
するアラム語に由来する［“al-Bīra”, “Bīredjik,” EI2; Le Strange 1890: 423；研究篇：254頁］。
81）　Qalʻat al-Rūm. ビーラ城塞の対岸，ユーフラテス川西岸に築かれた城塞［Le Strange 1890: 







alīl. マムルーク朝第 ₈ 代スルターン（在位689～693/1290～1293年）。十字
軍の残存勢力やキリキア・アルメニア王国など，周辺の異教徒に対する遠征を行い，数多くの
勝利を収めたことで知られる。691/1292年にはカルアト・アッルームに遠征し，33日間の包囲
























tā. アレッポの北東，マラトヤから東へ ₂ 日行程の距離に位置した城塞［Le Strange 
1890: 475；研究篇：254頁］。
85）　Karkar. アレッポから北へ ₅ 日行程，カフター城塞から西へ ₁ 日行程の距離に位置した城塞






88）　al-Rāwandān. アレッポの北西 ₂ 日行程の距離に位置した城塞［Le Strange 1890: 520; 研究篇：
255頁］。
89）　al-Darbasāk. キンナスリーン地方の同名の村にある城塞。本文で次に述べられるバグラースの






92）　al-Rus・as・. ジャイハーン川河岸，ラース・アルヒンズィール山（Ǧabal Raʼs al-H˘
inzīr）の麓に
あった城塞。この辺りはキリキア・アルメニア王国とシリアとの境界であった［Le Strange 1890: 
519, 523］。
93）　al-Qus・ayr. アレッポの西にあった城塞［Ｓ・ｕｂ・h, v. 4: 123；研究篇：255頁］。
94）　Ant・ākiya. オロンテス川河岸にあり，古代から発展した北シリアの重要都市［“Ant・ākiya,” 
EI2；研究篇：255－256頁］。























1992: 52-53; Le Strange 1890: 537；研究篇：256頁］。
96）　H・aǧar Šuġlān. アンティオキアの北，バグラース近郊のルッカーム山地にあった城塞［Le 
Strange 1890: 447；研究篇：256頁］。
97）　Abū Qubays. 後述するシャイザルの西約25km，ハマーの西北西約45km に位置した城塞。12
世紀前半以降，十字軍やイスマーイール派の支配下に置かれた［Burns 1992: 170－171；研究
篇：256頁］。
98）　Šayzar. オロンテス川河岸，ハマーの北西約20 km に位置した城塞。古くから戦略上の重要拠
点とみなされ，ビザンツ帝国や十字軍，イスラーム諸王朝の間で係争地となった［“Shayzar,” 
EI2; Burns 1992: 219－220; Le Strange 1890: 533－534；研究篇：256頁］。『回想録』の著者ウ
サーマ・イブン・ムンキズの出身地としても知られる［梅田輝世1978：41頁］。
99）　Sarmīn. アレッポの南西に位置する城塞［Le Strange 1890: 532；研究篇：256頁］。
100）　Kafar T・āb. マアッラとアレッポの間に位置する村［Le Strange 1890: 473；研究篇：256頁］。




なった［Le Strange 1890: 384; Burns 1992: 46；研究篇：256頁］。
102）　al-Ǧabbūl. アレッポ東南東の塩水性湿地帯の側にある村［Le Strange 1890: 460; “al-Djabbūl, ” 
EI2；研究篇：256－257頁］。
103）　Ǧabal Simʻān. アレッポとアフリーンの間に位置する山。ふもとには ₅ 世紀の柱頭行者聖シメ
オンの名を冠した修道院があり，巡礼地となった［Burns 1992: 111－113；研究篇：257頁］。
104）　ʻAzāz. アレッポの北西，クールース（Qūrūs）の南東に位置する町［Le Strange 1890: 405；
研究篇：257頁］。























108）　「クッバト・ムラーアブより低くなったところ」（mā istafala ʻan Qubbat Mulāʻab）という部
分は，ベイルート版253頁では「…から区切られたところ」（mā istaqalla ʻan…）となっている。
109）　Inqirāt－ā. マアッラから見て北側にある最初の宿駅となる場所［Hartmann 1916: 35］。
110）　Mas・yāf. ハマーの西，地中海岸とオロンテス川にはさまれた，ルッカーム山の東斜面に建て
られた城塞。12世紀にダマスカスやアレッポのスンナ派勢力から逃れたイスマーイール派が領
有した一連の城塞の一つ［Le Strange 1890: 507；研究篇：257頁］。
111）　Qilāʻ al-Daʻwa. ハマーの西，アンサーリーヤ山地（Ǧabal al-Ans・ārīya）に位置する，イスマー
イール派によって領有された一群の城塞の総称。十字軍，スンナ派，イスマーイール派間での
勢力争いの舞台となった［Le Strange 1890: 352；研究篇：258頁］。
112）　Bārīn. ハマーの南西に位置する町。古くはラファネア（Raphanea）と呼ばれるローマの軍
営都市であった［Le Strange 1890: 420；研究篇：257頁］。
113）　Bilād T・arābulus.








れる。669/1271年バイバルスによって奪還された［Le Strange 1890: 390; Burns 1992: 37－
138；研究篇：257頁］。






























Strange 1890: 490－492; Burns 1992: 143－144；研究篇：258頁］。
121）　Ǧubbat al-Munaytira. トリポリ近隣にある城塞［Le Strange 1890: 509；研究篇：258頁］。
122）　Bilād al-Z・annīyīn. マスヤーフとアファーミーヤの間の地区［研究篇：258頁］。
123）　Bušarrīya. レバノン山脈北部，カーディスィーヤ渓谷最奥部に位置する集落。海抜1400m。





士団の所領となる。684/1285年カラーウーンによって征服された［Le Strange 1890: 45－460; 
Burns 1992：134－135；研究篇：259頁］。




























バルスによって再び征服された［Le Strange 1890: 464－465; “Djubayl,” EI2；研究篇：259頁］。







地名が5件（Qeleiʻat ₂ 件，Qoleiʻa ₁ 件，Qouleiʻat ₂ 件）示されているが，上記の推測を当ては
めると，ウマリーがあげている al-Qulayʻa は，トリポリの北東23km，アルカーの北 ₅ km，サー











1890: 334－341; “T・abariyya,” EI2；研究篇：259－260頁］。
134）　al-S・innabra. タバリーヤ近隣，アカバト・アルフィーク（ʻAqabat al-Fīq）の向かいに位置す
る町［Le Strange 1890: 531；研究篇：259頁］。
135）　H・ūlat Bāniyās. バーニヤースとスールの間にある地区［研究篇：260頁］。
136）　Nahr Layt・ā. スールの北で地中海に注ぎ込む川。リターニー川（Nahr Lit・ānī）とも呼ばれる









































































147）　ʻAqabat al-S・awān. Maʻān から砂漠へ続く道［Le Strange 1890: 509］。
148）　Buh・ayrat Sadūm. Buh・ayrat Sādūm wa Ġāmūr（ソドムとゴモラの湖）に同じ。死海のこと。
他に，Buh・ayrat al-Muntina（悪臭の湖），Buh・ayrat Zuġar（ズガル（ロトの息子）の湖），
Buh・ayrat al-Maqlūba（神に沈められた湖）などとも呼ばれた［Le Strange 1890: 64－67］。











れた者たちは，メッカ，カイロなどへ運ばれて処刑された［Ｋāⅿｉˡ, v. 11: 490－491; Milwright 
2008: 31, 34－35, 37］。





























154）　Bāb Iskandarūna. アマヌス山脈の村バイラーン（Baylān）のこと［Hartmann 1916: 39; 
“Baylān,” EI2］。
155）　Āyās. 訳注（ ₂ ）₈₅頁注215参照。
156）　Kāwarrā. アーヤースの北， ₁ 時間の行程にあり，海に面した山の上に位置した［Ｓ・ｕｂ・h, v. 4: 
135］。
157）　Naǧma. マクリーズィーが Qalʻat Naǧīma （Nuǧayma）と呼ぶ城塞を指すと考えられる
［Hartmann 1916: 40; Ｓｕˡūｋ, v. 1: 839, 840］。マクリーズィーが依拠したのはヌワイリー（677～
733/1279～1333年）である［ɴｉʰāｙａ/ɴｕʷａｙｒī, v. 31: 340］。一方，バイバルス・マンスーリー
（725/1325年没）および彼の記述を引用したアイニー（762～855/1361～1451年）は，同城塞を
Qalʻat Naǧm と記す［Ｚｕｂｄａｔ　ａˡ︲ｆｉｋｒａ: 317; ʻɪｑｄ　ａˡ︲ɡ̌ｕⅿāｎ, v. 3: 387］。
158）　Tall H・amdūn. アーヤースから ₁ 日，スィースから ₂ 日の行程にあり，ジャイハーン川の南
に位置した［Ｓ・ｕｂ・h, v. 4: 136; Le Strange 1890: 543］。
159）　H・umaymis・. タッル・ハムドゥーンの東にあったとされる H・amūs・におそらく同定できるとい













〔txt. 265; ms. 115b〕
以下のことを知るように。規定された ₁ 駅程（barīd）は， ₄ ファルサフ（farsah̆）である。
₁ ファルサフは ₃ ミール（mīl）であり， ₁ ミールは3000ハーシミー・ズィラー165）であり，
₁ ズィラーは24イスバー（is・baʻ）である
166）。 ₁ イスバーは， ₆ シャイーラ（šaʻīra）であり，
₁ シャイーラは大麦 ₁ 粒の背から腹まで〔の厚み〕であり，ラバの尻尾の毛 ₄ 本分167）である。
これがすべての基礎をなしている規定された駅程である。
しかし今日，宿駅はこの基準に則ってではなく，さまざまな距離で配置されている。水場
160）　al-Hārūnīya. ルッカーム山（Ǧabal al-Lukkām）の西に位置し，183/799年に建設された［Le 
Strange 1890: 449－450］。
161）　Hārūn al-Rašīd. アッバース朝カリフ。在位170～193/786～809年。
162）　al-Maʼmūn. アッバース朝カリフ。在位198～218/813～833年。なお，訳注（ ₇ ）₁₁頁注41で
は，即位年のヒジュラ暦が誤って189年となっている。
163）　al-Mamālik al-Islāmīya. マムルーク朝を指す。
164）　『高貴なる用語の解説』第 ₁ 章「書簡のやり取りに関する規則」（訳注（ ₁ ）－（ ₃ ））を指す。
165）　d－irāʻ bi-al-Hāšimī. アッバース朝カリフ = マンスールの治世（136～158/754～775年）に，「王
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n. 121］。
166）　以上の長さの単位については，Hinz 1970を参照のこと。 ₁ ファルサフは約 ₆ km である
［Hinz 1970: 62］。なお，barīd という語は，制度を指して用いられている場合は「駅逓」，駅間
距離という意味の場合は「駅程」と訳した。
167）　校訂では，カルカシャンディーの記述［Ｓ・ｕｂ・h, v. 14: 366］に基づいて，「 ₇ 本分」としてい
るが， ₇ と記す『高貴なる用語の解説』写本は存在しない。数字が欠落しているか（Ｌ写本（底
本），D2写本［f. 106b］，Ld 写本［f. 75b］，S1写本［f. 175a］，Sh 写本［f. 143a］）， ₆ と記され
ているか（Ｆ写本［f. 118a］，S2写本［f. 148b］）， ₄ と記されている（Ｂ写本［f. 89a］，D1写本



































170）　ʻAbd al-Malik b. Marwān. ウマイヤ朝第 ₅ 代カリフ。在位65~86/685~705年。第 ₂ 次内乱な
ど相次いで起こった反乱を治め，ウマイヤ朝の版図を再統一した［「アブドゥルマリク」『岩波
イスラーム辞典』］。




［“ʻAmr b. Saʻīd,” EI2］。





173）　Mus・̒ab b. al-Zubayr. 前掲注172のイブン・アッズバイルの異母弟。67/686年からは兄によっ
てバスラ総督に任命され，ムフタールの乱を鎮圧するなど活躍する。しかし晩年は，実質的な
イラクの支配者となった彼を警戒した兄と対立し孤立した。72/691年アブド・アルマリクとの



























175）　al-Walīd b. ʻAbd al-Malik. ウマイヤ朝第 ₆ 代カリフ。ワリード ₁ 世。在位86~96/705~715年。
















179）　ʻUmar b. ʻAbd al-ʻAzīz. ウマイヤ朝第 ₈ 代カリフ。ウマル ₂ 世。在位99~101/717~720年。



























181）　Marwān b. Muh・ammad. ウマイヤ朝第14代カリフ。マルワーン ₂ 世。在位127~132/744~750
年。
182）　al-Saffāh・. アッバース朝初代カリフ。在位132~136/749~754年。
183）　al-Mans・ūr. アッバース朝第 ₂ 代カリフ。在位136~158/754~775年。
184）　Mūsā al-Hādī. アッバース朝カリフ。在位169～170/785～786年。
185）　Yah・yā b. H˘









お，ウマリーはこの川の名を al-b-r-d-w-n と綴っているが，本訳ではよく知られている al-
Baradān という名称を用いる。
188）　rut・ab azād－. rut・ab は熟したナツメヤシの実で新鮮なものをいう［ʟａｎｅ: 1101］。これを乾燥さ
せたものが通常食される tamr である。azād－はイランの地名に由来するとも考えられるが，正
確な地名と位置は不明である［研究篇：264頁］。Dozy はペルシア語の āzād に由来するとし，
rut・ab azād－を excellente espèce de dattes（高級ナツメヤシ）と訳している［Ｄｏｚｙ, v. 1: 19］。






































191）　al-Malik al-Z・āhir Baybars. マムルーク朝スルターン。在位658～676/1260～1277年。
192）　この人物については，訳注（10）₃₆頁注37を参照せよ。

























194）　Ǧamāl al-Dīn ʻAbd Allāh al-Dawādārī al-Barīdī. マムルーク朝の高官と思われる。719/1319－
20年にスルターン＝ナースィル・ムハンマドが彼をアブー・アルフィダーの許に遣わしたとい
う記述が残っている［研究篇：264頁；ʙａšａｒ, v. 4: 85］。
195）　Qalʻat al-Ǧabal（山の城塞）. アイユーブ朝のサラーフ・アッディーンによってカイロ旧市街
東側にあるムカッタムの丘に建設された城塞［佐藤次高 1996：122頁］。
















as・īb b. ʻAbd al-H・amīd）を指す。イブン・
バットゥータは『大旅行記』において，ミンヤ・ブン・ハスィーブ滞在の記述に，カリフ＝ラ
シードに目を刳り抜かれたハスィーブに詩人アブー・ヌワースが頌詩を献じた挿話を添えてい































206）　D－irwat Sarayām. 上エジプトの村。ダイラート・シャリーフ（Dayrāt Šarīf）の名でも知ら
れる［研究篇：266頁］。また他にも複数の呼称がある［Hartmann 1916: 482, n.1］。









































































al-ʻUmarī, Šihāb al-Dīn Ah・mad b. Yah・yā b. Fad・l Allāh.  ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・h　ａˡ︲šａｒīｆ.  （『高貴
なる用語』）
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ｓʰａｒīｆ.”）  Ed. Samir al-Droubi.  al-Karak: Muʼta University, 1992.
ベイルート版：ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・h　ａˡ︲šａｒīｆ.  Ed. Muh・ammad H・usayn Šams al-Dīn.  Bayrūt: 
Dār al-Kutub al-ʻIlmīya, 1988.
『高貴なる用語の解説』写本
B：Ms. 8639. Deutsche Staatsbibliothek, Berlin.
D1：Ms. Adab 57. Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
D2：Ms. Adab 2134. Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
F：Ms. Arabe 5872. Bibliothèque Nationale, Paris.
L：Ms. 659.  Karl Marx Universität, Leipzig.（底本）
Ld：Ms. Or. 352. Universiteit Leiden, Leiden.
S1：Ms. Árabe 1639. Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
S2：Ms. Árabe 1640. Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
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